
覇震魯座談会

写真
H
上
海
の
活
路
を
浬
め
た

数平人
の

行泌
（
右
上）
／
級
友

の
釈
紋
を
求
め
て
デ
モ
す
る
北
京
の

訟必－
（
左）
／

北京大
学
で

新
聞
を
燃
や
す
学
生
た
ち
（
右
下）
／
郵
小
平
町制

問霊主
任
HH
W

W
P、
ロ
イ
タ
ー・
サ
ン、
中
国
通
信

昨
年
十
二
月
初
め
か
ら
中
国
の
主
要
都
市
に
波
紋
を
広
げ
た
学
生

の
「
民
主
化
要
求
デ
モ」
は、
学
生
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
だ
っ
た
知
識

人
三
人
に
党
籍
剥
奪
処
分
が
出
た
の
に
続
い
て、
十
二
日、
つ
い
に

改
革
派
の
胡
耀
邦
総
書
記
の
辞
任
説
も
流
れ
る
事
態
と
な
っ
た。
天

安
門
広
場
を
デ
モ
行
進
し
た
「
文
革
を
知
ら
な
い
学
生」
た
ち
を
駆

り
立
て、
中
国
を
動
か
し
始
め
た
も
の
は
何
か。

ll
今
度の
学
生
デモ
につ
い
て、

まず
どん
な
印
象
を
受けまし
た
か。

中組問
最
初に
デモ
が
起きた
の
は

十二
月五
目。
その
位前に
私は
北
京

ヘ
シ
ン
ポ
ジ
ウム
で
行っ
て
た
ん
で
す

が、
その
と
きは
全くそん
な
雰囲
気

｜｜
〈
出
席
者
V

illi－

中
嶋

嶺
雄
（
東
京
外
諸
大
教
授）

矢
吹

晋
（
償
浜
市
立
大

詰山）

西
園
寺一
晃（
朝
日
新
聞
銅
査
研
究
室）

司
会
H
横
堀
克
己
（
朝
日
新
聞
外
報
部
次
長）

はなかっ
た。
それで
非
常に
びっ
く

りし
て
い
るん
です。

た
だ、
い
まの
中国は
現
代化
政策

の
なか
で、
民主
化とか
政
治
改以と

いう、
か
な
り
官何
度なス
ロ
ー
ガ
ン
を

潟げ
て
い
る
に
もかかわ
ら
ず、
現災

は
あ
ま
りに
も問

題が
多
い。
だか

ら、
起
と
る
べ
く

し
て
起
きたと
い

う
討
もす
る。

矢
吹
私は
窓

外で
はな
い
で
す
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週明朝日

ね。
経
済
改
革の
中で
普か
らの
矛
盾

と
改
革
に
伴
う
矛
盾と
両
方
出
て
き

て、
中
国
社
会に
は
矛
盾が
充
満
し
て

ました
か
ら。
た
と
え
ば、
イ
ン
フ
レ

や
官僚主
畿の
問
題、
あ
る
い
は
党
幹

郎の
特権
な
ど、

改革すべ
き
だ
と
い

う
要求は
非
常
に
強い。
も
う
ひ
とつ

は、
去
年
の
春
ど
ろ
か
ら
「
百
花
斉

絞」
三
十
周
年
と
い
うと
と
で、
改
革

派の
論
客た
ちの
書
く
もの
が
非
常
に

ラジカ
ル
に
なっ
て
いた。

中
値帽
私が
出た
シ
ン
ポ
ジ
ウム
は

「
科
学
後
術と
現
代
化」
と
い
う
テ
ー

マだっ
た
ん
で
すが、
私
は
日
本で
発

言
する
のと
閉じ
と
と
を
寧
直
に
いっ

た。
近
代
化と
か
工
業
化と
い
う
の
は

資
本
主
義
社
会だ
か
ら
う
ま
く
い
くの

’＇87・ ／.ZJ

12月
5日

9日
14-

15日

で、
社
会
主
設
をとっ
て
いる
限り
無

理
で
は
な
い
か、
と。
反
論
が
起
と
る

か
と
思っ
た
ら、
む
し
ろ
中
国の
人
民

大
学の
人が
同じ
よう
な
発
言
を
し
始

め、
パ
ー
ティ
ーで
も
知
識
人た
ちが

次々
に
鐙
手
を
求め
て
きて
「
よ
くい

っ
て
くれ
た」
と
い
う
ん
で
す。

・
中
国
社
会全
体は
あ
ま
り
変
わ
ら
な

いと
い
う
印
象で
した
が、
知
識
人の

窓
議
出削
造
に
は
非常
に
自
由
な
もの
が

出て
きた
と
思
い
ました。

｜｜
今
度の
学
生
デモ
の
発
綿と
な

っ
た
安
徴
省の
中
国
科
学
技
術
大
学と

い
うの
は、
大変なエ
リ
ー
ト
大
学で

すよ
ね。

西
国
寺
もと
もと
北
京に
あっ
た

大
学
で
すが、
文
率の
後、
林
彪の
命

22日

26日
27日

n‘

 

．．

 

2

 

v‘‘

 

令で
多くの
大
学が
地
方に
追
い
やら

れ
た
時
期に、
合
肥
市に
移
転した。

矢
吹
「
中
国の
M
I
T（
米
国の

マ
サ
チュ
ーセ
ッ
ツ
工
科
大）
」
で

す。
伎
術面で
国
際
的な
水僚と
も
結

び
つ
い
て
い
て、
教
授
や
学
生が
そ
う

した
自
負を
待っ
て
いる
大
学で
す。

「
中
国の
サハ
ロ
フ」
と
批
判され、

党
籍
剥
努の
処
分が
出
され
た
方
励
之

副
学
長は
五十
歳
で、
一
九五
六年に

北
京
大
学の
物
理
学
科を
出て
いる。

い
ま
は
科
学
院の
学
部
議
員で
すか
ら

中
国を
代
表
する
宇
宙
物
理
学
者
の一

人で
す
ね。
彼の
議
論
を
み
ると、
自

然
科
学
者
は
社
会の
不
合理
や
誤っ
た

と
と
に
対し
て
自
己の
態
度を
表
明
す

る
義筋が
あ
る
と
い
う
よ
う
なと
と
を

いっ
て
いる。
と
れ
は
アイン
シユ
タ

イン
の
言
葉だ
げ
れ
ど
も、
後
は
そ
れ

を
信条に
し
て
いた。
その
点で
彼
は

ま
さに
「
中
国の
サハ
ロ
フ」
な
ん
で

す。

改
革
の
メ
ッ

カ
だ
っ
た
合
肥
市

矢
吹
去
年の
秋、
彼
は
ヨ
iロ
ツ一

パ
の
学
会か
ら
mmっ
て
き
て、
「
中
国

ほ
ど
知
鍛
人を
冷
遇
し
て
いる
社
会
は

1月 1
～2日

5日

安費量省の省都合肥市で中国科学技術大学の学生ら
約2000人がデモ。同省人民代表大会委員のitt栄で．
学生が支持する人物の立候補が認められなかった．
のが原因。
潟北省の省都武漢市で学生2500人のデモ．
中国最大の経済特区深！Jtlのiお：J1I大学で．学生約1000
人が授業料と�＂の低上げに反対して抗犠�会と
デモ．

19日上海、プ学生約2000入力tデモ行進。 この日までに学
生デモl.t安徽． 湖北． 湖南. �雲南． 広東． 江蘇，
甘E慣の7省に広告f 0 0 
デモの発火点になった中国科学技符にた学t二万里副
首相が派遣されたことが明らかに。 万里氏l.t「民
主化運動のイデオローグJ ！：いわれる方励之副学
長とも会談． 方氏l.t大学への行政の強格的介入を
批判したといわれる。

23日 北京大学の学生が 「上海の同志たちt逮僻するた
めJ市内を平和的に行進。
北京市が無届Itデモを規制する条例を公布．
北京大学鱗内の壁新聞に，「動産党」と「沼主」を
置き換えれば封建主義時代t何も変わっていない．
との党批判が登場．

29日 「人民日報」が論文で， 党の指持に反対する民主
化要求l.t許きれず． そうした言動は慾法逃反t�·.
t指摘。

30日 国家教育委員会の何来昌副主任が「デモ参加者lま
200余万の大学生の2%にもi筒たないJ ！：発言。
北京の天安門前で． 学生が「デモの自由」などを
叫んでデモ。 うち歓人が警官に連行された．
「北京日報」 の報道に不測を待つ北京大学の学生
たちが． 学内で同紙を懲やして気勢を上げる。
「人民日報Jが一面トップの社説で「学生デモの
背景にはブルジョア自由化思想の氾i監があり， そ

， うした思想的傾向に明確な態度て反対しない一部
の同志が存在する」と指摘。 また中国共産党のニ
ューリーダー胡啓立政治局長が， 科学技術大学の
方励之話1）学長を「中国のサハロフJと激し〈批判し
t：ことヵr目月らかに。
郊小平氏が， 民主化運動め鎖俗化のために積極的
な方策を講じるよう． 指示したことが明らかに。
党指滋部が． 方励之高lj学長． 作家の王若5辺氏， Jレ
ポ作家の霊H草履氏の 3 人を ． 学生を煽'11した人物
として党結納j奪処分にしたことを伝達。

な
く、
世
界
的に
み
て
カン
ボ
ジ
ア
に

次
い
で
ワ
ー
ス
ト・
ッ
ー
だ」
と
か

「
G
N
Pに
占
め
る
教
育
費の
比
率
も

6日

7日

10日

ハ
イ
チ
に
次
い
で
ワ
ー
ス
ト・
ツ
ー

だ」
と
いっ
て
学
生に
か
なり
彫
容を

与えた。
と
う
い
う
ふ
う
に
知
徹
人や

教
育
を
冷
遇
し
て
いると
と
ろ
は
近
代

化は
で
き
な
い、
と
い
う
治
理で、
ζ

れ
が
多くの
共感
を
呼ん
だ。

西
国
寺
私が
窓外だっ
た
の
は、

ど
う
し
て
合
胞か
ら
起とっ
た
の
かと

い
う
と
と
で
した。
い
ま
ま
での
中
国

の
学
生
運
動の
パ
ターン
を
み
て
ま
す

と、
五
四
運
動
以
来、
必
ず
宛
燃
は
北

京な
ん
で
すよ。
北
京で
ま
ず
火をつ

けて
地
方に
広がっ
て
い
くと
い
うパ

ターン
だっ
た
の
が、
今
度
は
地
方か

ら
起とっ
て、
上
海に
きて、
北
京は

最
後だっ
た。

ζ
れ
は
ひ
と
つ
は
方
励之
と
い
う
人

が
いた
と
い
う
ζ
と
が
非
常に
大
き
い

と
思う
が、
も
う
ひ
とつ
は
科
学
技
術

大
学が
名
門
中の
名
門で、
日
級
幹郎

な
どエ
リ
ー
トの
子
弟
が
か
な
り
い

て、
た
いへ
ん
情報に
通じ
て
いた
と

い
う
と
と
で
す。
党
中
央の
悩
甜慨
も
海

外の
情
報
も
持っ
て
いる。
だ
か
ら、

素
早く
反
応
で
きた
と
思
う
ん
で
す。

中
柏崎
合
胞
は、
文慈のと
き
も
け

っ
と
う
活
売
で、
いろ
いろ
焦
点に
な

っ
た
と
ζ
ろ
で
すよね。

矢吹
い
ま
中
国
で
行わ
れ
て
いる

改
革の
ひ
と
つ－の
メッ
カ
で
も
あ
る。

段栄の
生
産
責
任
制が
安
微
省
か
ら
起

き、
全
国に
広
がっ
た。
副
首
相の
万

30 
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里
は
そと
の
第－
番
記
をやっ
て
い
た

ん
で
す。

政
治
改
革の
面
で
も、
万里
は
科
学

技
術
大学と
述
絡
をとっ
て
い
ろ
ん
な

と
と
をやっ
た。
方
励
之
副
学
長
が
と

れ
だ
け
元
気
なの
も、
万箆が
い
る
か

らなん
で
す。
万
墨に
せ
よ、
あ
る
い

は
越
紫陥
首
相に
せ
よ、
政
治
改
革
を

ど
う
やっ
た
ら
い
い
か、
具体
的なと

と
をみ
ん
な
で
倹
討して
くれ
と
間
組

を
出して
い
る
わ
け
で
しょ
う。
そ
れ

に
応
えて
い
ろ
い
ろ
動
き
始
めた。
そ

れ
がた
また
ま
改
革
派
幹郎の
思
惑
を

超えた
と
い
う
よ
う
なと
と
だ
ろう。

ll
中
国の
学
生はみ
なエ
リ
ー
ト

で
情
報
もた
く
さ
ん
持っ
て
い
る。
そ

の
彼らが
速
動
を始
め
る
か
らに
は、

相
当な
確
信
と
目
的
意
噛酬
を
待っ
て、

績の
つ
なが
り
も
あ
る
よ
うに
思
え
る

が、
現
災に
は
そ
れ
ぞれ
の
婆
求は
ば

らば
らだ。
彼らが
デモ
に
参
加
す
る

動
僚は
どのへ
ん
に
あ
るの
か。

西国
寺
変な
古
い
力か
も
し
れ
ま

せん
が、
中
国に
も「
新人類」
が
出

て
会た
ん
だ
なと
思
い
ま
した
ね。

とれ
は
単に
デモ
だ
付の
ζ
と
で
は

週明朝日

知雄氏中直島

ない
ん
で
すが、
北
京に
住ん
で
北
京

大学に
巡っ
た
私の
体
験か
ら
いっ
て

も、
後
ら
の
考え
は
わか
らな
い。
い

まの
学
生は
非
常に
価
値
観が
多
織
化

し、
個
人
主
義
的に
なっ
て
い
る。
と

れ
は
文
革の
ひ
とつの
反
動で
も
あ
る

ん
で
しょ
うが、
あ
る
な
味で
非
常に

脱政
治
で
す
ね。

彼らは
歴
史を知ら
な
い
と
い
うか

あまり
噴
筏し
な
い。
中
日
年
の
人が

「
普
は
非
常に
苦し
かっ
た」
「
わ
れ

わ
れ
は
苦
労
し
なが
ら
中
間
をつ
くっ

て
きた」
と
い
うと、
若
い
人は
「
ナ

ン
セ
ン
ス」
だ
と
い
う。
苦
苦し
くて

い
ま
は
よ
く
なっ
た
と
い
うの
は、
な

に
も
中
国だ
け
じゃ
な
く、
日
本だっ

て
同
じ
だ
と
い
う
答
え
が
返っ
て
き

て、
と
て
も
教
育し
に
く
い
と
い
う。

そ
れ
に、
中
国
共
産
党とか
党の
指

持
者
と
い
う
もの
に
対
する
感
覚も全

然
迎
い
ま
すね。
一
時
代
前の
文革
時

代は、
党
や
指
導
者の
い
うと
とは
絶

対
で
あっ
た
が、
い
ま
は
党と
か
倍
持

者の
燃
戚
は
非
常
に
務
ちた。
彼らが

何
をい
お
うと、
別に
そ
れ
を
すぐ
聞

く
必
妥もな
い
と
思っ
て
い
る。

風
俗、
持
ち
もの、
ね
る
もの、
食

べ
もの、
遊ぶ
もの
も
全
然
出口と
巡っ

て
きて
も
い
る。
だ
か
らと
そ、
後ら

は
非
常
に
多
樋多線
な
要
求
を
持っ
て

い
る。
そ
れ
が
何か
の
剛僚
会に
縦
発
す

る
と
い
う
形で
出て
くる。

ヲ圃

モ
(/) 
.:U� 
問

後

政:.b.、
，ロ

宮、

図
は

中
嶋
上
海の
学生が
いっ
て
い
た

と
とは、
風
呂に
入ら
せ
よ、
大
勢い

るの
にシ
ャ
ワ
ーが一
つ
し
か
な
い
と

いっ
た、
非
常に
身
近
な
要
求
だっ

た。
合
肥の
切
合は
選
挙の
立
候
術
者

に
対
する
問題
だっ
た。
発
仰
に
な
る

モ
チベ
lシ
ヨ
ン
は
い
ろ
い
ろ
巡っ
て

い
る。だ

け
ど、
中
国の
現
状
をみ
る
と、

滋
小
平の
中
途
半
備
な
改
革が
もた
ら

す
矛
凶が
あ
り、
火
をつ
けれ
ば
ワ
l

ッ
と
燃
え
上がる
よ
う
な
必
然性は
あ

っ
た
と
旧ゅ
う
ん
で
す。
そう
する
と、

いっ
た
い
との
デモ
は
自然
宛
生的に 西国寺一晃氏

広
まっ
た
の
か、
そと
に
政
治の
窓
図

が
あっ
た
の
か
ど
うか
と
い
う
問
題
が

ひ
とつ
の
ポ
イ
ン
トだ
と
思う。

も
し、
政
治
の
意
図
が
あ
る
な
ら

ば、
北
京でと
と
を
起と
すの
は
好
ま

し
くな
い。
い
まま
での
経
過か
ら
し

で
も、
明らか
に
中
国
共
産
党の
中に

は
路
線
闘
争み
た
い
な
もの
が
み
えて

い
る
わ
け
で
すか
ら
ね。
その
意
味で

は
地
方
で
起
きて、
だ
ん
だ
ん
北
京に

いっ
た
と
い
う
形は、
持品抱
怒な
見
方

を
す
れ
ば、
非
常
に
自然
宛佐
佐
を
淡

っ
て
い
る
と
思う。

し
か
し、
政
治の
窓
図だ
け
でζ
ん

な
に
大
き
く
な
る
は
ず
は
な
い
わ
け

で、
状況が
熱して
い
て、
そと
に
い

ろ
い
ろ
な
形
で
火がつ
い
た、
それ
を

政
治の
論
理が
取
り
入
れて
いっ
たパ

タ
ー
ン
が、
十
二
月
初
旬か
ら一
工t

五、
六
日
ぐ
ら
い
ま
で
は
あっ
た
よ
う

な
気が
する
ん
で
す。
民主
化と
い
う

と
と
をい
わ
ゆ
る
改
革
派の
人た
ちが

いっ
て
い
る
わ
け
で
すが、
一
挙に
そ

う
い
う
方
向に
い
くた
め
に
も、
学
生

が
少し
騒い
で
くれた
ほ
うが
い
い
と

い
う
よ
うな
あ
る
租の
期
待感は
あっ

た
ん
じゃ
な
い
か
と
思
う。

｜｜
十二
月の
末
くら
い
で、
と
の

学
生
辺
助が
初
期の
段
隣か
ら
次の
段

階へ
移っ
た
と
い
う
ζ
と
で
すが、
そ

れ
は
改前中
を
進
め
よ
う
と、
ある
程
度

学
生
迎
動
を
容
認
して
い
た
術
専
問が

何らか
の
恐
怖を
感
じた
の
か、
そ
れ

と
も
保守
派の
反
怒が
非
常に
強
くて

そう
せ
ざ
る
を
得
なかっ
た
の
か。

中
崎町
そ
の
両
方
だ
と
思
う
ん
で

す。
た
とえ
ば、
保
守
派
｜｜
私は
原

則派と
呼ん
で
い
る
ん
で
すが
ーー
と

の
人た
ち
は
そ
れ
み
た
と
と
か
と
い
う

ふうに
思う。
現に
郎カ
併（
怨
把
応

答記）
みた
い
に、
いっ
た
ん
2
伝
郎

長
を退
い
て
い
た
人が、
と
の
学
生
迎

動
を経て、
再
び
い
ち
ば
ん
R
裂な
プ

ロ
パ
ガン
ダの
部
署に
返
り
咲い
て
き

た。
と
れ
は、
保
守
派の
勢
力が
窓
外

に
あ
な
ど
り
難い
と
と
を
示
すと
と
も

に、
周回
小平
（
顧
問
委主
任）、
相削
伺川

町沖
（
総
お
記）、
相間
前世
立
（
政
治
日

民）
と
いっ
た
い
わ
ゆる
改
市
派の
人

た
ちが、
その
改
市の
問
題
点
や
矛店

か
ら、
自
ら
危
綬
的
な
状況に
陥っ
て

去て
い
る
と
い
うと
とが
あ
る
の
で
は

ない
か。

現夜の
中
国
は
郡
小平
体
制が
すべ

て
う
ま
く
いっ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い。
行
き
過
ぎと
思
わ
れ
る
経
涜
改
市

は、
毛
沢
東
型モ
デル
か
ら
百
八
十
度

泌っ
た
方
向に
お
激に
そ
れ
始
めて
い

る
わ
け
で、
そ
れ
が
もた
ら
す
い
ろ
い

ろ
な
無
理
が
あ
る。
一
昨
年の
中
国
共

産
党全
国
代
表
会
滋で
も、
瓜収
後は
保

守派と
い
うか
原則
派の
隙
尖（
政
治

局
常
あ
安
HH）
と
邸
小平の
二
人が
全

く
巡
うζ
と
をい凶
税して
終わっ
た。
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週初朝日

ζ
う
し
た
明
白
な
路
線
対
立
が
あっ

会
で
怨
本
的
に
自
分
た
ち
の
体
制
を
困

て、
そ
れ
が
学
生
巡
品川
に
オ
ー
バ
ー
ラ
め
た
途
縦
に
始
まっ
て
い
る。

ッ
プ
し
て
い
る
の
で、
と
の
巡
動
は
よ

八
三
年
の
「
制制
御
汚
染」
キャ
ン
ペ

り
線
維
で、
よ
り
冊以
前広だ
と
い
う
気
が
l
ン
が
そ
う
だつ
た
し、
八
四
年
に
経

す
る
ん
で
す。

済
改
革
が
採
択
さ
れ
る
と、
ワッ
と
経

矢
吹
改
革
派
と
保
守
派
の

札僚は

済
の
自
由
化
が
進
ん
で、
ヤ
ミ
が
出

彼
ら
が
七
八
年
の
三
中
総
で
権
力
を
取
る、
所
得
倍
差
が
広
が
る、
イ
ン
フ
レ

っ
て、
そ
の
後
八二
年
の
十
二
回
党
大
だ
と
い
う
と
と
で
ブ
レ
ー
キ
が
か
かっ

…

薬
類
持

率
ロ

年

ど

持

ぶ

勢

圃

テ
！
マ

聞阻明白ムいE闘

””品・

…

み
ん
な
で、
まっ
た
く
新し
い、

二、
字
数
四
百
字
程
度

一

…
日
本
史
の
教訓
答申乞
つ
くっ
て
み
ま

三、
臨
上
匿
名
可
（
郵
便
務
号、
…

…
せ
ん
か。
副
題
は、
た
と
え
ば、

住
所、
氏
名、
職
業、
年
齢、
佐
川

「
珍
編
日
本
史」、
あ
る
い
は
「
抱
別、
電
話
怒
号
を
明
記
し、
億
名
希
山

川
政
絶
倒
日
本
史」
と
な
ん
で
も
よ
ろ
笠
は
ペ
ン
ネ
ーム
付
記
の
ζ
と）

…
し
い
の
で
す
が、
編
仙別
方
針
は
招
る

四、
あ
て
先
一T
川川
市爪
京
剛帥
巾
央
…

川
ぎ
な
き
ユ
l
モ
ア
制制
神
と
不
退
の
風
区
築
地
五
l

…
刺
抽姉
で
す。
紫
式
部
と
消
少
納
雷
が
「
週
刊
朝
臼」
パ
ロ
デ
イ
係。

川
取っ
組
み
合
い
の
随
時
を
し
た
あ
げ

五、
審
査
員
丸
谷
才一、
弁
上
川

…
く、
策
で
決
務
を
つ
け
る
と
と
に
な
ひ
さ
し、
木
下
本
誌
編
集
長。

山
り、
そ
の
結
果、
あ
の
こ
大
名
作
が

六、
賞
金
一
席
ニ
縦
各
三
万
川

…
生
ま
れ
た
だ
の、
幻
長
の
正
体
は
外
円、
ニ
席
三
編
各二
万
円、
佳
作
…

川
国
人
宣
教
師
で
あっ
た
だ
の、
荒
唐
五
出明各一
万
円

一
無
稽
で
愉
伏
な
史
観
か
ら
傑
作
を
も

七、
発
表
予
定
三
月
下
旬
宛
先
川

川
の
し
て
く
だ
さ
い。

号。

AV

な
お、
入
選
作
の
版
権
は
朝
日
新
川

て
締
め
切
り
二
月
二
十
日
聞
社
に
服
し、
応
募－原
稿
は
返
却
い
川

（
当
日
消
印
有
効）

た
し
ま
せ
ん。

週
刊
朝
日
編
集
郡
山

’87. 1.:!J 

た。
そ
と
で
経
済
だ
叫り
で
は
だ
め
だ、

制
神
文
明
を
と
い
う
の
で、
八
五
年
の

党
代
H支訴
訟
で
は
mm
小
平
と
隙
泌
が
別

な
と
とか』
いっ
た。
そ
の一
年
後
の
昨

年
の
「
精
神
文
明」
決
議
は、
そ
の
街

裂
と
し
て
出
て
い
る
わ
け
で
す。

今
度
の
学
生
デ
モ
は、
「
精
神
文

明」
決
議
で
保
守
派
が
か
な
り
が
ん
ば

っ
て
い
る
と
と
ろ
を
み
て、
危
陥偲
磁
を

感
じ
た
学
生
た
ち
が
改
革
派
を
激
励
し

た。
し
か
し、
そ
の
慾
閣
と
は
逆
に、

ひ
い
き
の
引
き
倒
し
み
た
い
に
な
り、

か
えっ
て
保
守
派
を
カづ
げ
る
と
と
に

なっ
た。ll

デ
モ
の
結
果、

学生
の
露
出制
的

な
後
ろ
盾
に
なっ
た
方
励
之
科
学
技
術

大
副
学
長
と、
ル
ポ
作家
で
人
民
自
徹

記
者
の
周
密
を
持つ
劉
資
雌
氏、
上
・泌

を
鍔
台
に
作
家・
持
論
家
を
し
て
い
る

王
若
虫
氏
の
三
人に
対
し
て
党
筋
剥符

処
分
が
出
さ
れ
た。
ζ
の
制
成
俗
世
は

剛山
小
平
の
僧一が
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て

い
る。
と
な
る
と、
学
生
た
ち
の
い
ま

低
か
れ
て
い
る
状
況
は、
れほ
初
の
思
い

と
は
ず
い
ぶ
ん
変
わっ
て
し
まっ
た
と

と
に
な
る。

引
退

し

に

く

く
な
っ

た

郡

小

平

西
国
寺
私
が
思
hr
出
す
の
は、
七

八
3
七
九
年
の
い
わ
ゆ
る
「
民
主
の

笠」
の
と
き
の
と
と
で
す。
あ
の
と
き

は
若
い
人
た
ち
が
「
大
学
級」
を
間払
に

掘っ
た
り、
デ
モ
し
た
り
し
て、
初
め

は
「
四
人
組」
を
やっ
つ
け
て
い
た。

そ
の
段
階
で
は
邸
小
平
た
ち
は
「
大
い

に
や
れ」
と
支
持
し
た
が、
学
生
た
ち

の
．民
求
が
あ
る
線
を
と
え、
矛
先
が

党、
政
府の
指
導
に
向
け
ら
れ
た
と
き

に、

完全
に
制抑
圧
す
る
側
に
回っ
た。

今
度
は
そ
れ
と
非
常
に
似
て
い
る
ん

で
す。
初
め
は
制
岬目
立
に
し
て
も
岱
小

平
に
し
て
も、
悠
然
と
例
え、
む
し
ろ

そ
れ
は
い
い
と
と
な
ん
だ
と
余
俗
たっ

ぷ
り
に
いっ
て
い
た。
と
と
ろ
が、
学

生
た
ち
の
二め
が
か
な
り
先
鋭
的
な
褒

求
を
出
し
て
き
た
と
き
に
変
わっ
た。

と
れ
は
中
国
と
い
う
土
峻
の
中
で
は

当
た
り
前
の
と
と
な
ん
で
し
ょ
う
が、

ど
ん
な
改
革
で
も
枠が
あ
る
ん
だ
と
思

う。
そ
の
枠は
絶
対と
え
て
は
い
げ
な

い。
と
え
た
ら
首
を
切
る。
そ
の
枠が

「
四つ
の
基
本
原
則」
（
社
会
主
袋の

辺、
人
民
民
主
主
義
独
成、
中
間
共
産

党に
よ
る
抱
持、
マ
ル
ク
ス・
レ
1ニ

ン
主
還
と
毛
沢
東
恩
忽
を
堅
持
す
る）

で
す
ね。
学
生
た
ち
は、
一
郎
そ
れ
に

触
れ
て
き
た。
少
な
く
と
も
体
制
側
は

そ
う
考
え
た
ん
で
しょ
う。

改
革
派、
保
守
派
と
いっ
て
も、
そ

の
点
で
燃
本
的
な
差
は
な
い。
「
閉
じ

山ハ
の
む
じ
な
だ」
と、
い
み
じ
く
も
学

生
た
ち
が
いっ
て
い
る
よ
う
に、
畑山
小

平
も
隙
お
も
「
四つ
の
け山
本
原
則」
を

と
え
よ
う
と
し
た
と
き
に－
絡
に
なっ

て
蜘押
え
込
む。

中
仙明
党
中
央
で
は
両
派
の
巡
い
は

非
常
に
引
裂
だ
が、
恐
ら
く
学
生の
回

か
ら
み
れ
ば
「
同
じ
穴
の
む
じ
な」
と

み
え
る
で
し
ょ
う。
い
ず
れ
も
劉
少奇

ラ
イ
ン
の
忠
実
な
後
総
省
だ
し、
幹
郎

の
不
正
と
い
う
と
と
で
あ
れ
ば、
邸
小

平
だっ
て
阪市公
だっ
て、
み
ん
な
自
分

の
子
を
ア
メ
リ
カ
に
閉山
学
さ
せ
て
い

る、
と。

し
か
し、
今
回
の
党の
除
名
が
本
当

だ
と
す
る
と、
学
生
巡
動
は
大
き
な
松

川慨
を
迎
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か。
学

生
は
ま
だ
ま
だ
不
川酬
は
あ
る
で
し
ょ
う

が、
述
動
は、
ひ
と
つ
の
ど
l
ク
を
と

え
た。
た
だ、
結
史
的
に
は
何
も
問
題

を
解
決
し
て
い
な
い。
し
か
も
問
題
点

が
非
常
に
明
確
に
なっ
た
と
と
で、
今

後
中
国
は
長
期に
わ
たっ
て、
民
主
化

な
り
自
由
と
い
う
附
胞
に
つ
い
て
悦
む

で
し
ょ
う。

－｜
今
年
秋
に
予
定
さ
れ
る
十
三
回

党大
会
で
の
政
治
改
訟
は、
い
ま
ま
で

郡
小
平
が
進
め
よ
う
と
し
て
い
た
も
の

と
は
相
当
迎
う
も
の
に
な
る
？

中
川崎
は
い。
十
三
回
党
大会
で
何回

小
平
体
制
が
い
わ
ゆ
る
改
革
派
巾
心
に

閉
ま
る
か
ど
う
か
と
い
う
と
と
も
態
し
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く
なっ
て
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か。

く
鐙
折
し
た
と
か、
冬
の
時
代
と
か、

百
閣
寺

学
生
側
に
は
か
な
り
混
乱

そ
れ
ほ
ど
大
き
な
展
開
に
な
ら
な
い
と

が
起
と
る
と
思
い
ま
す
ね。
迎
動
は
少

思
う。

政
先
鋭
化
し、
一
郎
は
地
下
に
も
ぐ
る

秋
の
党
大
会
に
向
け
て
改
革
派
は、

ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か。
私
は
今
度
の＝一

で
き
れ
ば
野
小
平
を
引
返
さ
せ
て
胡
瓶

入
の
処
分
で、
む
し
ろ
い
ち
ば
ん
シ
ヨ

郊
に
後
を
継
が
せ
た
い
と
い
う
と
と
だ

ツ
ク
な
の
は
知
機
入、
言
論
人
だ
と
思
っ
た
が、
保
守
派
が
そ
れ
を
邪
魔
し
て

う。
ζ
っ
ち
の
ほ
う
が
もっ
と
深
刻
で

い
た。
そ
れ
は
邸
小
平
が
改
革
派
の
代

す
よ。
そ
れ
に、
な
ん
や
か
ん
や
いっ

て
も、
結
果
的
に
郡
小
平
の
地
位
は
向

上
す
る
と
思
う。
結
局、
阿部
小
平
が
い

な
け
れ
ば
何
も
収
拾
で
き
な
か
っ
た
じ

ゃ
な
い
か、
と。
十
三
回
党
大
会
で
は

mw
小
平
を
含
む
長
老
が
引
退
し
に
く
く

なっ
た
と
い
う
気
が
す
る。

矢
吹
私
は
お
二
人
よ
り
も
少
し
楽

観
論
か
も
し
れ
な
い
が、
秋
ま
で
に
は

空
気
が
変
わ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思

う。
学
生一
に
対
す
る
抑
圧
と
い
ろ
か
規

制
は一
時
的
で、
と
れ
で
改
革
が
大
き

表
と
し
て
の
顔
と
同
時
に
保
守
派
と
の

パ
ラ
ン
サ
I
の
顔
を
持っ
て
い
る
か
ら

な
ん
で
す。
保
守
派
か
ら
み
る
と、
初

縄
邦
に
完
全
に
移
る
と
改
革
が
グ
l
ッ

と
進
む。
そ
と
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
付
る

た
め
に
館
小
平
を
つ
か
む
し
か
な
い。

そ
の
怒
昧
で
は
基
本
的
に
は
改
革
派
が

圧
倒
的
に
抑
し
て
い
る
と
み
て
い
る。

上
海
で
大
モ
テ
の
V
O
A
記
者

矢
吹
で
す
か
ら、
経
済
改
滋
か
ら

政
治
改
革
へ
の
流
れ
は一
口
し
て
い

て、
た
だ、
ち
ょ
っ
と一
時
的
な
後

退、
一

歩前
進、
ニ
歩
後
追
か、
そ
の

へ
ん
の
感
じ
だ
ろ
う
と
田町
い
ま
す。

そ
れ
に
今
度
の
デ
モ
で
も、
た
と
え

ば、
V
O
A
（
ボ
イ
ス・
オ
ブ・
ア
メ

リ
カ）
放
滋
は
じ
ゃ
ん
じ
ゃ
ん
組問
泊

し、
学
生
側
も
そ
れ
が
い
ち
ば
ん
正
取

’＇87・ 1.23週明朝日

ス

ト

レ

ス

か

ら

く

る

神

経

性

胃

炎

に・
．
．

 

木

団

法 、

才

冒

腸

薬

と
い
っ
て、
上
海
で
そ
の
記
者
を
も
み

く
ち
ゃ
に
し
た、
と
「
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ

ー
ク」
がHM
い
て
い
る。
鎖
間
的
状
況

な
ら
い
志
知
ら
ず、
締
め
つ
け
と
い
う

の
は、
も
う
限
界
が
あ
る。

中
崎
と
の
ど
ろ、
部
小平
の
ピ
ヘ

l
ピ
ア
が
毛
沢
米
に
似
て
去
た
で
し
ょ

う。
ち
ょ
っ
と
不
快
に
思
う
の
は、

「
人
民
回
線」
な
ん
か
を
読
む
と、

「
郡
小
平
文
選」
か
ら
の
引
用
が
非
常

に
多
い。
ま
た
同
じ
よ
う
な
と
と
を
や

っ
て
い
る
な、
と
思っ
て
ね。

西
国
寺
問
題
の
「
人
民
日
報」
の

社
説
に
も
「
郡
小
平
同
志
田
く：：：」

と
い
う
の
が
ず
い
ぶ
ん
出
て
く
る。

中
餓
そ
も
そ
も
顧
問
安一
会
の
主

任
が
すべ
て
を
牛
耳
ら
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
体
制
そ
の
も
の
が、
不
自

然
で
す
よ
ね。
本
当
は
十
二
回
党
大
会

で
パ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
は
ず
な
の
に。

矢
吹
そ
の
あ
た
り
が、
い
ま
の
中

国
に
お
け
る
民
主
主
畿
の
程
度
な
ん
じ

ゃ
な
い
で
す
か。
毛
沢
京
が
努
力
し
て

も
で
き
な
か
っ
た
し、
お
小
平
が
努
力

し
て
も、
そ
の
程
度
し
か
で
き
な
い。

た
だ、
毛
沢
東
時
代
と
た
し
か
に
似
て

い
る
面
は
あ
る
が、
他
方
変
わ
っ
て
い

る
聞
も
か
な
り
あ
る。
そ
の
両
万九』
含

め
て、
そ
の
へ
ん
が
い
ま
の
中
国
に
お

〔
効
能〕
神
経
性
胃
炎 、
慢
性
胃
炎 、
胃
ア
ト
ニ
ー 、

や
ぜ
型
で
飯
田即
筋
肉
ガ
抽出
緩
す
る
傾
向
に
あ
り、

胃
痛
ま
た
は
盟
痛
ガ
あ
っ
て、

と
き
に
闘
や
け、

げ
っ
ぷ、

食
欲
不
銀、

は
き
け
怠
ど
を
伴
う
前
田島
の
昂
症

け
る
民
主
主
設
の
具
体
的
な
形
と
い
う

と
と
で
し
ょ
う。

中
崎
〈F
皮、
竹
下
さ
ん
も
中
間へ

行っ
た
し、
巾
的M
綬
さ
ん
は
昨
年
十｝

月
行
っ
た
が、
中
国
は
す
べ
て
安
ぷ

で、
日
中
友
好
で
す
べ
て
う
ま
く
いっ

て
い
る
と
い
う
よ
う
な
パ
ラ
色
の
ビ
ジ

ョ
ン
で
簡
単
に
中
国
を
おっ
て
ほ
し
く

な
い
で
す
ね。

と
く
に、
と
の
問
の
中
凶
瓜
訪
中

で、
新
聞
は
mm
巡
し
て
な
い
と
思
う

が、
彼
は
明
治
維
新
の
と
き
も
日
本
は

故
市
派
が
が
ん
ばっ
て
ロ
シ
ア
を
やっ

つ
け
た
ん
だ
と
い
う
よ
う
な
ス
ピ
ー
チ

を
し
て
い
る。
と
れ
は
非
常
に
ま
ず
い

ζ
と
で
す
よ。
内
政
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る

よ
う
な
ア
ジ
政
治
を
やっ
て
き
ち
ゃ
っ

た
わ
け
で、
そ
の
へ
ん
は
やっ
ぱ
り
小

間
を
甘
く
み
て
い
た
ん
で
し
ょ
う
ね。

構
成
本
鶴・
五
十
嵐
文
生。刷会社太図胃散
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